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  ◆小西議員◆ 

 
 
 
 
 
 
 
 

問 コミュニティバスのダイヤ改善。特にＪ

Ｒとの接続が悪い。例えば甲南南線復路。電

車の到着時刻よりバスが一分早く出発。土山

本線下りでも貴生川駅にバスが到着したらす

でに電車は出発。緊急に改善すべき。また甲

南平和堂前にバス停の設置を。 

市長 大変遺憾。改善にむけ最善の努力をし

たい。 

問 休日保育実施の検討内容は。 

市長 新年度を視野にいれ、試行的段階をふ

まえたなかで、業務の事務作業に入る。 

問 学童保育の指定管理見直し直営に。 

健康福祉部長 保護者会の指定管理について

は、ＮＰＯ法人、直営も含めて、今後の対応

を検討している。 
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旧土山町で障害の

ある高齢者が利用し

ていたあいあいバス

が廃止され、その復

活の求め1132名の署

名をそえた請願書を

議長に提出。 

◆コミュニティバスの充実、◆日本脳炎・ヒブワ

クチン・新型インフルエンザ予防接種、◆休日保

育・学童保育の指定管理、幼保検討委員会、◆公

園遊具、◆一人暮らし高齢者支援策について 

 産業建設常任委員会副委員長、環

境対策特別委員会委員。 

◆公立甲賀病院移転先の課題、◆甲賀病院の跡地

利用、◆水口医療センターの充実、◆市営住宅の

改善、◆市の平和施策の充実、◆水口の藤細工の

再興支援 

 文教常任委員会委員、環境対策特

別委員会委員長。広報特別委員会委

員。議員団副団長。 

◆信楽から水口へのコミュニティバス直通便、帝

産バス減便問題、◆国民健康保険の改善・充実、

◆しがらきニュータウンの道路と水道の市移管、

◆小原小学童保育所の施設改善 

 民生常任委員会委員、交通対策特

別委員会委員。 
 

 公立甲賀病院組合議

会の議員に選ばれ、早

速病院組合議会の民主

的運営について、湖南

市選出の松井圭子議員

とともに申し入れまし

た。がんばります。 

        

 
 
 
 
 
 ＪＲ宝木踏切拡幅

工事が始まりました。

大きな前進です。引

き続き要求実現へ全

力で頑張ります。 

 初当選以来、地域

の要求や相談活動を

うけての現地調査、

また、市内、信楽町内

の各種行事へは全て

参加することにして

おり、毎日走り回って

います。 

問 信楽地域から水口へのコミュニティバス

の直通便を。 

市長 コミュニティバスの役割は駅までの輸

送で、信楽・貴生川間は高原鉄道が担う従来の

方式を継続。 

問 水口までのバス料金格差の改善を。 

企画部長 乗り継ぎ制度の改善策を検討。 

問 ワンデイチケットの復活を 

企画部長 22 年 3 月めざして検討している。

料金は従来の 1000 円は無理だが、新制度導入

で公共交通の利用拡大につなげたい。 

問 帝産バス減便・再編への対応を。 

企画部長 石山までの代替バスは考えていな

い。コミュニティバスが停車しない勅旨地域で

の停車は今後検討する。 

◆移転する公立甲賀病院の質問では、アクセ

ス道路の分散整備が重要で、北部山・伴谷方

面への新設道の着工、巡回バス、通院バスの

運行計画、東名坂方面への歩道設置がされる。 

◆甲賀病院の跡地利用は、跡地利用検討委員

会と病院議会で審議される。 

◆水口医療センターの医師・看護師確保を急

ぎ、医療センター病院としての再開を求める。 

◆市営の老朽化住宅を廃止して、低所得者向

けの住宅を最優先して建て替えよと要求。 

◆市の平和施策では、子どもらの平和記念式

典参加枠の拡大と平和事業実施を要求。 

◆水口伝承「藤細工」の再興支援の継続と歴

史民俗資料館のロビーでの藤細工の陳列展示

を検討。 
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◆前期広報委員長時の「甲賀市議会

だより」が毎日新聞社主催広報コン

クールで奨励賞を受賞しました。 


